
項 ⽬ 内 容

名称 マッシュルーム、シャンピニオン、セイヨウマツタケ、ツクリタケ [英]Brown

mushroom、common mushroom、champignon [学名]Agaricus bisporus.

(J.E.Lange) Imbach

概要 マッシュルームは、ヨーロッパ原産のキノコで、シャンピニオンとも呼ばれる。サ

ラダやバター炒めなど、⻄洋料理の⾷材としてよく⽤いられている。

法規・制度 ■⾷薬区分

・セイヨウマツタケ (シャンピニオン/ツクリタケ) の⼦実体︓「医薬品的効能効果

を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・グルタミン酸誘導体 (アガリチン (beta-N- (gamma-L (+) glutamyl) -4-

(hydroxymethyl) phenylhydrazine) (PMID:7737599) 、サッカロピン、γ-グル

タミニル3,4-ベンゾキノン) 、⻑鎖アルキル誘導体 (3,7-ジメチル1,6オクタジエ

ン-3-オール10-オキソ-8-デセン酸、ペンタデカン) などを含む (102) 。

・ポリフェノールを含む (105) 。

・マッシュルーム中のアガリチン含量は、湿重量で1,836 mg/kg

(PMID:16755074) 、400〜700 mg/kg (PMID:6131022) 、200〜500 mg/kg

(PMID:19680875) との報告がある。アガリチンは、酸性で分解しやすく

(PMID:12456273)、また、シャンピニオンの冷蔵や凍結による保存、加熱などの

処理によっても、その含量は低下する (PMID:12396396) 。⽸詰への加⼯でもアガ
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リチン含量はかなり減少し (PMID:10755135) 、検出できなかったとの報告もある

(PMID:6131022) 。

分析法 ・マッシュルームのアガリチンとその誘導体をHPLC-蛍光検出法

(PMID:16755074) 、LC-ESI-MS/MS法 (PMID:17071520) により分析した報告

がある。

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 ・⼝臭、体臭、糞便臭を⾃覚する成⼈77名 (⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化

プラセボ対照試験において、シャンピニオン熱⽔抽出物を50 mg/⽇ (18名、平均

64.8±7.3歳) 、500 mg/⽇ (20名、平均64.0±7.9歳) または1,000 mg/⽇ (20  

名、平均63.2±6.8歳) 、4週間摂取させたところ、臭気に関する⾃⼰評価 (VAS) で

は、50 mg摂取群で枕臭、500 mg摂取群で枕臭、パジャマ臭、糞便臭、1,000  

mg摂取群で⼝臭、パジャマ臭、糞便臭の改善が認められた。また、他者評価

(VAS) では、500 mg、1,000 mg摂取群で⼝臭、パジャマ臭、全ての群で枕臭、

糞便臭の改善が認められた (PMID:28053896) 。
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